
      
第
一
章 

仙
台
山
脈 

 

蔵
王
連
峰―
笹
谷
峠―

関
山
峠―

船
形
山 

 

「
仙
台
山
脈
・
・
・
私
は
こ
う
呼
ぶ
の
だ
。 

仙
台
平
野
の
東
端
、
多
賀
城
の
丘
に
立
て
ば
西
方
に
聳
え
る
県
境
背
稜
山
脈
の
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
が
パ
ノ
ラ
マ
と
な
っ
て
展
開
し
て
い
る
。
年
に
何
度
か
栗
駒
と
か
吾
妻
の
一
角

を
奇
跡
的
に
見
る
こ
と
が
あ
る
が
、
泉
ヶ
岳
か
ら
蔵
王
の
不
忘
山
ま
で
の
山
並
は
四
季

折
々
の
姿
で
私
達
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
」 
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船形連峰概念図 

関山峠へ 
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関
山
峠
か
ら
船
形
山
ま
で 

 

宮
城
県
岳
連 

仙
台
山
脈
縦
走
の
記
録 

 

昭
和
四
〇
年 

三
月
九
日
～
一
三
日 

 

我
々
仙
台
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
山
岳
会
は
県
境
尾
根
の
全
山
縦
走
の
計
画
が
岳
連
よ
り
発
表
さ
れ
た
時
よ
り
多

大
の
関
心
を
示
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
誠
に
雄
大
な
ス
ケ
ー
ル
と
未
知
へ
の
憧
れ
を
た
た

え
た
素
晴
ら
し
い
計
画
で
あ
り
、
我
々
仙
台
岳
人
の
密
か
な
夢
の
現
出
で
も
あ
っ
た
。
何
し
ろ
全
長
二
〇

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
脊
稜
山
脈
、
し
か
も
未
踏
の
地
帯
が
半
分
を
占
め
て
い
る
し
、
冬
季
の
縦
走
と
云
う

こ
と
で
岳
連
が
一
大
奮
起
し
て
初
め
て
可
能
な
大
事
業
で
あ
る
。 

我
々
山
岳
会
は
会
員
数
が
二
十
名
に
満
た
ぬ
微
力
な
会
で
あ
る
為
、
計
画
当
初
よ
り
未
踏
地
帯
は
他
に

譲
り
、
馴
染
深
い
船
形
以
南
の
一
角
を
希
望
し
て
、
幸
い
他
の
会
と
は
重
複
す
る
こ
と
な
く
決
定
さ
れ
た
。

夏
山
、
そ
し
て
秋
山
と
数
次
に
亘
る
無
雪
期
の
偵
察
を
繰
り
返
し
、
十
一
月
下
旬
に
は
冬
山
の
序
曲
た
る

新
雪
ラ
ッ
セ
ル
の
中
に
旧
年
偵
察
を
完
了
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
問
題
点
は
関
山
～
白
髪
山
間
の
雪
庇
及
び

白
髪
～
仙
交
コ
ル
間
の
複
雑
な
地
形
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
及
び
ポ
ー
ラ
ー
方
式
と
ラ
ッ
シ
ュ
方

式
を
検
討
し
た
結
果
、
船
形
山
頂
に
て
確
実
安
全
な
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
出
来
る
こ
と
、
少
数
の
サ
ポ
ー
ト

人
員
で
カ
バ
ー
出
来
る
こ
と
、
下
山
コ
ー
ス
が
市
役
所
パ
ー
テ
ィ
の
コ
ー
ス
と
一
致
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

他
山
岳
と
は
異
例
の
ポ
ー
ラ
ー
型
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
ポ
ー
ラ
ー
な
ど
と
云
う
と
些
か
大
袈

裟
す
ぎ
る
が
、
過
去
に
幾
度
か
厳
冬
期
船
形
を
繰
り
返
し
て
き
た
経
験
上
、
少
数
に
よ
る
ラ
ッ
シ
ュ
方
式

の
困
難
性
は
身
に
沁
み
て
感
じ
て
お
り
、
当
会
で
は
初
め
て
取
組
む
ポ
ー
ラ
ー
の
訓
練
と
し
て
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。 

 

二
月
二
一
日 
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今
年
初
の
偵
察
が
関
山
～
見
晴
台
間
に
行
わ
れ
た
。
ア
タ
ッ
ク
隊
長
の
畠
山
他
三
名
で
あ
っ
た
。
積
雪

も
ほ
ぼ
安
定
し
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
ほ
ぼ
良
好
の
結
果
を
得
た
。
且
つ
Ｂ
Ｃ
（
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
）
予

定
地
点
の
炭
焼
小
屋
が
使
用
可
能
と
報
ぜ
ら
れ
、
大
変
有
利
な
条
件
が
揃
っ
た
。
雪
庇
は
可
成
り
発
達
し

て
い
て
、
積
雪
平
均
二
メ
ー
ト
ル
。 

 

二
月
二
八
日 

 

第
二
次
偵
察
隊
が
荷
揚
げ
を
兼
ね
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
は
悪
天
候
で
且
つ
一
メ
ー
ト
ル
の
新
雪
が
積

も
り
、
ラ
ッ
セ
ル
は
ワ
カ
ン
使
用
で
腰
に
達
し
苦
戦
し
た
が
予
定
の
見
晴
台
ま
で
行
け
ず
、
尾
根
中
途
に

冬
用
天
幕
二
基
分
を
デ
ポ
し
、
ズ
ブ
濡
れ
で
帰
還
し
た
。
前
の
偵
察
か
ら
一
週
間
の
間
に
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
は
厳
冬
に
戻
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
状
態
が
続
け
ば
縦
走
は
非
常
な
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

三
月
七
日 

 

第
三
次
偵
察
隊
は
Ｂ
Ｃ
地
点
の
炭
焼
小
屋
の
除
雪
を
目
的
と
す
る
。
前
回
の
積
雪
は
や
や
締
り
、
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
は
少
し
よ
か
っ
た
が
依
然
と
し
て
ラ
ッ
セ
ル
は
膝
く
ら
い
は
あ
り
、
本
番
を
二
日
後
に
控
え

て
些
か
不
安
は
残
る
。
小
屋
は
三
棟
あ
り
、
粗
末
な
柴
小
屋
で
あ
る
が
屋
根
上
に
二
メ
ー
ト
ル
は
た
っ
ぷ

り
雪
を
貯
え
大
地
の
雪
と
一
体
に
な
っ
て
い
た
。
除
雪
は
角
ス
コ
ッ
プ
で
ブ
ロ
ッ
ク
に
切
り
次
々
に
棄
り

出
し
て
進
め
ら
れ
た
。
次
い
で
入
り
口
に
入
る
通
路
が
掘
ら
れ
、
小
屋
内
部
に
吹
き
込
ん
だ
雪
を
外
へ
出

し
た
。
二
棟
が
居
住
可
能
と
な
っ
た
が
、
一
棟
は
積
雪
重
量
の
為
、
小
屋
は
傾
斜
し
柱
が
折
損
し
て
い
た

し
、
又
他
の
一
棟
は
屋
根
の
半
分
が
骨
だ
け
な
の
で
柴
を
入
れ
て
雪
を
積
ん
だ
。
か
く
て
Ｂ
Ｃ
は
確
保
さ

れ
、
作
並
街
道
と
小
屋
間
の
ラ
ッ
セ
ル
も
念
入
り
に
踏
ん
で
お
い
た
。 

 

三
月
五
日 

 

我
々
山
岳
会
に
北
署
の
高
橋
警
部
補
が
通
信
担
当
で
ア
タ
ッ
ク
隊
に
編
入
と
決
っ
た
。
七
日
夜
の
最
終
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準
備
会
に
出
席
さ
れ
て
、
慌
し
い
準
備
の
さ
な
か
に
全
員
に
紹
介
さ
れ
た
。
い
ざ
準
備
完
了
と
な
っ
て
み

る
と
個
人
の
負
担
す
る
ザ
ッ
ク
の
重
量
が
予
想
以
上
に
大
と
な
り
、
ア
タ
ッ
ク
隊
に
も
サ
ポ
ー
ト
隊
と
変

わ
ら
な
い
重
量
が
割
り
あ
て
ら
れ
る
事
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

三
月
九
日 

 

午
後
四
時
頃
よ
り
隊
員
は
次
々
と
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
に
集
合
し
て
来
た
。
背
負
い
子
の
改
造
・
パ
ッ
キ
ン

グ
に
調
整
と
ま
だ
ま
だ
忙
し
か
っ
た
し
、
残
留
部
隊
の
炊
き
出
し
な
ど
も
多
忙
で
あ
っ
た
。
午
後
六
時
、

県
警
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着
。
荷
物
の
積
み
込
み
、
次
い
で
全
員
十
二
名
が
乗
り
込
ん
だ
。
多
く
の
人
々
の
見

送
り
を
受
け
て
夜
の
巷
を
一
路
関
山
峠
へ
と
出
発
し
た
。
車
内
で
お
に
ぎ
り
、
い
な
り
ず
し
、
他
の
夕
食

を
食
べ
、
全
員
意
気
健
昂
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
作
並
で
チ
ェ
ー
ン
を
巻
き
、
更
に
そ
の
先
三
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
全
輪
に
チ
ェ
ー
ン
を
巻
き
、
運
転
手
の
方
に
は
大
変
御
苦
労
を
か
け
た
。 

全
員
ワ
ッ
パ
を
履
く
。
九
時
三
〇
分
、
坂
下
大
曲
点
着
。
途
中
の
小
雨
か
ら
こ
こ
に
来
て
は
雪
と
な
る
。

空
身
の
三
名
が
直
ち
に
小
屋
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
と
小
屋
の
準
備
に
出
発
。
そ
れ
を
追
っ
て
約
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
奥
ま
で
全
装
備
が
運
搬
さ
れ
た
。
二
日
前
の
ラ
ッ
セ
ル
が
有
効
だ
っ
た
の
で
小
屋
ま
で
は
比
較
的
楽

で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ラ
フ
食
器
な
ど
を
と
入
れ
て
他
は
全
装
備
Ｃ
小
屋
に
積
み
、
Ａ
小
屋
に
七
名
、
Ｂ
小
屋

に
五
名
と
分
散
す
る
。
全
員
就
寝
後
、
気
象
係
の
み
十
時
の
天
気
図
を
描
く
。
日
本
海
の
低
気
圧
は
一
〇

〇
〇
ミ
リ
バ
ー
ル
で
発
達
中
。
大
き
な
寒
冷
前
線
を
伴
っ
て
東
進
。
明
日
は
か
な
り
荒
れ
そ
う
で
あ
る
。 

 

三
月
一
〇
日 

 

新
雪
は
一
〇
セ
ン
チ
。
午
前
三
時
全
員
起
床
。
気
温
マ
イ
ナ
ス
四
・
五
度
、
北
の
風
一
〇
メ
ー
ト
ル
。

寒
気
の
中
に
全
員
オ
ー
バ
ー
類
を
着
用
し
、
Ｂ
小
屋
で
天
ぷ
ら
う
ど
ん
の
熱
い
と
こ
ろ
を
食
う
。 

稜
線
上
の
樹
海
が
海
鳴
り
の
よ
う
な
ひ
び
き
を
轟
か
せ
季
節
風
の
も
の
す
ご
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
谷
間

の
Ｂ
Ｃ
地
点
に
い
て
も
一
〇
メ
ー
ト
ル
位
の
風
が
あ
る
。
稜
線
の
行
動
に
一
抹
の
不
安
を
感
じ
ざ
る
を
得



- 6 - 

 

な
い
。
ロ
ー
ソ
ク
の
光
の
中
で
全
員
一
二
名
の
立
ち
食
い
が
終
り
、
テ
ル
モ
ス
に
湯
を
つ
め
て
全
員
外
で

パ
ッ
キ
ン
グ
。
ま
だ
暗
い
の
で
懐
中
電
燈
で
照
ら
し
な
が
ら
、
五
時
出
発
の
予
定
が
こ
の
荒
天
で
少
し
延

び
る
。
ワ
ッ
パ
を
履
い
て
重
い
ザ
ッ
ク
を
か
つ
い
だ
の
は
六
時
一
五
分
を
ま
わ
っ
て
い
た
。 

雪
と
風
、
重
装
備
、
ラ
ッ
セ
ル
。
停
滞
か
、
前
進
か
、
か
な
り
極
ど
い
と
こ
ろ
ま
で
隊
長
は
追
い
つ
め

ら
れ
た
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
第
一
ピ
ッ
チ
稜
線
尾
根
上
ま
で
行
く
こ
と
に
し
た
。

好
天
時
は
ア
タ
ッ
ク
隊
の
み
関
山
を
往
復
後
、
サ
ポ
ー
ト
と
合
流
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
取
り
や

め
ざ
る
を
得
な
い
状
態
な
の
で
下
山
後
の
ア
タ
ッ
ク
と
し
た
。
又
、
重
量
が
予
想
外
だ
っ
た
の
で
サ
ポ
ー

ト
、
ア
タ
ッ
ク
の
区
別
な
く
許
容
重
量
を
超
え
た
オ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
隊
の
進
軍
で
あ
っ
た
。
な
お
、
昨
夜
、

今
朝
と
も
無
線
機
は
不
通
で
あ
る
。 

 

六
時
一
五
分 

沢
の
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ヂ
を
亘
り
、
夏
道
添
い
に
ト
ラ
バ
ー
ス
。
時
々
ワ
ッ
パ
不
良
の
者

が
出
て
ワ
ッ
パ
履
き
直
し
を
や
り
、
ペ
ー
ス
が
乱
れ
て
う
ん
ざ
り
す
る
事
し
ば
し
ば
。
ラ
ッ
セ
ル
は
膝
位

あ
り
、
そ
の
ま
ま
沢
底
に
入
り
直
登
、
急
斜
二
俣
よ
り
雪
や
や
締
り
、
一
列
縦
隊
登
行
。 

 

七
時
一
〇
分 

夏
道
中
途
、
大
切
株
（
赤
点
標
示
あ
り
）
で
全
員
一
本
。
視
界
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。

起
き
て
す
ぐ
の
急
斜
（
三
〇
度
以
上
）
な
の
で
さ
す
が
に
全
員
息
を
切
ら
し
て
い
る
。
風
は
東
と
な
り
斜

面
を
突
き
上
げ
顔
面
に
雪
つ
ぶ
て
を
く
ら
わ
し
痛
く
て
困
る
。
休
み
も
又
辛
い
も
の
と
見
つ
け
た
り
。 

 
七
時
五
〇
分 

大
株
よ
り
更
に
直
登
、
斜
面
は
四
〇
度
位
と
な
る
。
や
ゝ
右
手
に
寄
り
な
が
ら
林
界
に

到
着
。
全
員
一
本
。
樹
林
帯
な
の
と
丸
坊
主
の
壁
を
突
破
し
た
安
堵
か
ら
、
わ
り
あ
い
く
つ
ろ
い
で
休
憩

出
来
た
。
し
か
し
、
稜
線
の
風
は
厳
し
い
の
で
そ
の
前
に
ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
る
為
、
第
二
朝
食
を
全
員
に

食
わ
せ
て
お
く
こ
と
に
し
た
。
高
橋
氏
は
、
さ
か
ん
に
交
信
を
計
っ
た
が
電
波
は
通
じ
な
か
っ
た
。
休
憩

中
、
畠
山
、
田
中
、
千
葉
の
三
名
は
林
界
の
深
い
ラ
ッ
セ
ル
と
雪
庇
突
破
点
の
た
め
に
空
身
で
行
動
し
、

ル
ー
ト
を
ひ
ら
い
た
。
五
メ
ー
ト
ル
程
の
雪
庇
は
ス
コ
ッ
プ
で
切
ら
れ
、
階
段
を
つ
け
ら
れ
て
上
出
来
で

あ
る
。
稜
線
は
予
想
通
り
の
強
風
で
西
一
五
メ
ー
ト
ル
～
二
〇
メ
ー
ト
ル
。
降
雪
は
な
く
地
吹
雪
で
あ
り
、

霧
氷
の
花
が
満
開
で
あ
っ
た
。
な
お
先
日
デ
ポ
し
た
天
幕
二
基
は
ウ
ロ
桂
よ
り
越
後
君
の
ザ
ッ
ク
に
載
ま
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れ
て
雪
庇
の
上
を
運
ば
れ
て
行
っ
た
。 

 

九
時
四
〇
分 

一
本
立
て
る
。
出
発
後
、
三
時
間
半
、
し
か
る
に
我
が
隊
の
速
度
は
非
常
に
鈍
く
明
日

の
行
動
を
思
う
と
前
途
が
暗
く
な
る
。
悪
天
候
、
ラ
ッ
セ
ル
、
重
装
備
ど
れ
も
が
災
い
し
て
い
る
。
何
と

か
善
後
策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
白
髪
Ｃ
１
は
と
て
も
無
理
だ
。
寒
風
も
あ
ぶ
な
い
。
と
す
る

と
可
能
な
地
点
は
ア
オ
の
背
あ
る
の
み
で
あ
る
。
何
せ
重
装
備
で
は
進
軍
が
困
難
な
の
で
ア
オ
の
背
に
全

重
量
を
投
下
し
Ｃ
１
を
建
設
し
、
し
か
る
後
Ｃ
２
装
備
を
分
担
し
鋭
意
Ｃ
２
地
点
を
前
進
さ
せ
よ
う
と
決

意
し
た
。
又
ア
タ
ッ
ク
隊
六
名
よ
り
今
出
良
子
と
沼
田
克
己
を
Ｃ
１
勤
務
と
し
二
名
を
削
り
今
出
隊
長
を

加
え
て
ア
タ
ッ
ク
隊
の
強
化
を
計
り
且
つ
一
か
八
か
の
長
距
離
ア
タ
ッ
ク
に
備
え
る
こ
と
も
決
意
し
た
。

沼
田
は
先
日
よ
り
左
足
に
負
傷
を
し
て
い
て
、
Ｂ
Ｃ
で
治
療
を
し
て
い
た
し
、
良
子
は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
悪
い
の
で
控
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
畠
山
、
越
後
パ
ー
テ
ィ
よ
り
ず
っ
と
後
方
に
離
れ
て
し
ま
う
。 

◎ 

天
候
は
西
の
風
一
五
メ
ー
ト
ル 

気
温
マ
イ
ナ
ス 

七
度 

◎ 

通
信
機
は
依
然
と
し
て
受
信
不
能
で
あ
る 

一
〇
時 

風
間
氏
を
ト
ッ
プ
に
サ
ポ
ー
ト
隊
が
前
進
、
や
っ
と
後
方
に
今
出
、
赤
布
標
識
を
つ
け
且
つ

八
ミ
リ
撮
影
し
な
が
ら
行
動
、
更
に
後
方
、
畠
山
、
越
後
あ
り
、
ト
ッ
プ
と
ラ
ス
ト
間
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル

今
出
無
名
峯
に
立
っ
た
時
は
ト
ッ
プ
隊
は
東
へ
ラ
ッ
セ
ル
を
残
し
て
別
尾
根
を
誤
っ
て
下
り
始
ま
る
。
驚

い
て
、
ザ
ッ
ク
を
デ
ポ
り
空
身
で
追
い
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
下
っ
た
パ
ー
テ
ィ
を
呼
び
と
め
バ
ッ
ク
を
命

じ
る
。
そ
の
間
に
畠
山
ら
も
頂
上
に
立
つ
。
こ
の
頂
上
は
林
と
な
り
視
界
悪
し
、
し
か
し
方
角
が
一
〇
〇

度
以
上
も
誤
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
通
信
が
本
部
と
可
能
と
な
り
全
員
ほ
っ
と
す
る
。 

 

一
〇
時
四
五
分 
見
晴
台
に
到
着
、
一
本
立
て
る
。
こ
の
付
近
よ
り
雪
庇
は
見
事
に
発
達
し
時
た
ま
五

〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
の
視
界
を
得
て
眺
め
る
時
、
我
々
は
ま
さ
に
雪
庇
の
縦
走
を
や
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ

る
。
我
々
は
苦
し
い
縦
走
を
な
お
も
続
け
ワ
ッ
パ
の
爪
だ
け
で
の
ぼ
り
又
、
這
松
の
お
と
し
穴
に
は
ま
り

ピ
ッ
ケ
ル
や
ス
ト
ッ
ク
で
風
に
対
抗
し
て
歩
き
つ
づ
け
た
。 

 

十
二
時 

ア
オ
の
背
直
下
に
集
合
、
一
本
立
て
さ
せ
Ｃ
１
地
点
を
偵
察
す
る
。
偏
西
風
を
直
接
受
け
ず
、
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し
か
も
縦
走
路
上
に
欲
し
い
。
一
〇
分
位
で
適
地
を
見
つ
け
、
再
び
移
動
、
穏
や
か
な
雪
庇
の
下
に
雪
面

を
削
り
全
員
で
足
ぶ
み
し
て
Ｃ
１
を
建
設
す
る
。
全
員
テ
ン
ト
に
入
り
ホ
エ
ブ
ス
を
焚
い
て
暖
を
と
り
昼

食
を
と
る
。
又
、
ア
タ
ッ
ク
隊
の
再
編
成
を
発
表
す
る
。
慌
て
る
こ
と
な
し
全
員
ゆ
っ
く
り
と
休
息
を
と

り
前
後
の
打
合
せ
を
行
う
。
ア
オ
ノ
セ
頂
上
よ
り
縦
走
路
手
前
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
。
西
側
は
ブ
ナ
の

樹
林
で
あ
る
。 

 

一
三
時
五
〇
分 

ア
タ
ッ
ク
メ
ン
バ
ー 

畠
山 

田
中 

江
間 

高
橋 

今
出 

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー 

風
間 

越
後 

工
藤 

千
葉 

Ｃ
１
メ
ン
バ
ー 

 
 
 

沼
田 

今
出
良
子 

中
林 

ア
タ
ッ
ク
隊
、
サ
ポ
ー
ト
隊
、
出
発
す
る
。
装
備
の
上
に
雪
が
積
る
。
次
々
に
予
定
が
遅
れ
て
行
く
が
今

度
こ
そ
は
と
全
隊
員
が
意
気
込
ん
で
い
る
。
重
量
も
大
部
軽
く
な
り
ピ
ッ
チ
も
倍
加
し
た
。
さ
あ
ど
こ
ま

で
行
け
る
か
、
サ
ポ
ー
ト
が
日
没
ま
で
に
帰
れ
る
距
離
は
奥
寒
風
が
限
度
で
ア
タ
ッ
ク
は
更
に
前
進
を
続

け
前
白
髪
ま
で
は
の
ば
し
て
や
ろ
う
。
視
界
は
相
変
ら
ず
悪
く
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
で
時
と
し
て
二
〇
メ

ー
ト
ル
位
に
も
な
っ
て
き
た
。
寒
風
の
頂
上
に
来
た
時
も
全
く
視
界
が
悪
く
、
又
巨
大
な
雪
庇
が
頂
上
全

体
を
お
お
っ
て
し
ま
い
頂
上
と
断
定
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
そ
の
降
路
は
非
常
に
急
峻
で
ル
ー
ト
を

誤
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
畠
山
の
ト
ッ
プ
で
彼
の
信
念
に
頼
っ
て
正
し

く
尾
根
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
寒
風
と
思
う
頂
上
に
立
っ
て
み
た
ら
そ
こ
に
奥
寒
風
の

山
頂
標
が
頭
を
出
し
て
い
た
。
ず
い
ぶ
ん
歩
き
慣
れ
た
道
で
あ
る
の
に
山
の
魔
術
に
は
か
な
わ
な
い
。
視

界
を
奪
わ
れ
る
と
高
度
感
覚
ま
で
奪
わ
れ
る
も
の
な
の
か
、
尾
根
上
の
小
ピ
ー
ク
と
思
っ
た
が
雪
庇
が
山

の
形
を
変
え
て
し
ま
い
山
頂
標
を
呑
み
込
ん
で
寒
風
を
い
つ
の
間
に
か
通
過
し
た
。
こ
れ
は
笑
う
に
笑
え

ぬ
山
の
神
秘
で
あ
ろ
う
。 

 

奥
寒
風
に
て
Ｃ
１
と
交
信
し
た
処
、
沼
田
が
旺
ん
に
呼
び
出
し
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
は
我
々
が
ウ

ィ
ン
パ
ー
極
光
号
を
Ｃ
１
に
置
き
忘
れ
て
い
っ
た
の
で
直
ち
に
も
ど
れ
の
通
信
。
現
在
、
沼
田
は
ア
オ
の
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背
・
寒
風
ル
ー
ト
中
間
追
跡
中
。
驚
い
て
点
検
し
た
所
、
背
負
い
子
に
の
っ
か
っ
て
る
筈
の
ウ
ィ
ン
パ
ー

が
な
い
。
一
番
大
事
な
ウ
ィ
ン
パ
ー
を
忘
れ
る
と
は
何
た
る
不
覚
。
し
か
し
、
最
初
は
信
じ
ら
れ
ず
小
型

赤
テ
ン
の
事
と
思
い
そ
れ
は
わ
ざ
わ
ざ
Ｃ
１
に
置
い
て
き
た
も
の
な
り
な
ど
と
交
信
し
て
い
た
。
そ
こ
で

前
進
を
断
念
、
奥
寒
風
を
若
干
降
り
、
さ
っ
き
マ
ー
ク
し
て
居
い
た
Ｃ.

Ｓ
適
地
に
Ｃ
２
を
決
定
。
今
出

と
サ
ポ
ー
ト
四
名
は
直
ち
に
往
路
を
戻
る
こ
と
に
し
た
。
今
出
は
Ｃ
２
に
再
び
戻
る
関
係
上
ピ
ッ
チ
を
上

げ
て
サ
ポ
ー
ト
を
追
い
抜
い
て
寒
風
山
に
登
る
。
寒
風
山
頂
上
よ
り
左
手
に
直
角
に
曲
り
降
る
事
し
ば
し

ち
ょ
う
ど
寒
風
、
ア
オ
の
背
、
鞍
部
に
て
沼
田
と
迎
合
ウ
ィ
ン
パ
ー
を
受
領
し
て
す
ぐ
別
れ
て
戻
る
。 

 

十
六
時
五
五
分 

ウ
ィ
ン
パ
ー
受
領
後
、
直
ち
に
Ｃ
２
に
向
う
。
し
か
し
、
す
ぐ
す
れ
違
う
は
ず
の
サ

ポ
ー
ト
隊
に
逢
う
こ
と
な
く
寒
風
を
越
し
奥
寒
風
と
の
コ
ル
に
か
か
る
。
田
中
が
出
迎
え
に
来
て
く
れ
ウ

ィ
ン
パ
ー
は
田
中
に
タ
ッ
チ
。 

 

十
七
時
二
〇
分 

Ｃ
２
地
点
に
田
中
、
今
出
戻
る
。
Ｃ
２
は
整
地
さ
れ
風
上
に
高
く
ブ
ロ
ッ
ク
が
積
ま

れ
て
設
営
は
明
る
い
う
ち
に
完
了
し
た
。
十
日
の
行
動
は
結
局
こ
こ
に
着
い
て
終
り
と
云
う
事
に
な
る
か

と
思
わ
れ
た
。
前
白
髪
は
お
ろ
か
Ｃ
２
に
も
し
て
奥
寒
風
で
あ
る
。
し
か
し
全
員
あ
ら
ん
限
り
戦
っ
た
の

だ
。
又
大
き
な
ミ
ス
も
あ
っ
た
が
こ
こ
に
至
っ
て
は
や
む
を
得
な
い
．
明
日
の
作
戦
を
最
大
限
に
活
用
す

る
な
ら
ば
ま
だ
ゝ
勝
算
は
あ
る
。
田
中
と
私
の
胸
に
か
す
か
に
の
こ
る
不
安
。
サ
ポ
ー
ト
の
四
名
は
無
事

に
帰
っ
た
か
、
ど
う
か
。 

 

そ
の
後
Ｃ
２
が
落
ち
着
い
て
か
ら
、
Ｃ
１
と
の
交
信
で
サ
ポ
ー
ト
帰
ら
ず
の
入
電
。
や
っ
ぱ
り
寒
風
頂

上
で
迷
っ
た
に
違
い
な
い
。
畠
山
と
私
が
出
か
け
て
み
よ
う
。
ま
た
え
ら
い
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ

わ
て
て
も
仕
方
な
い
。
ゆ
っ
く
り
夜
食
を
取
っ
て
か
ら
と
云
う
こ
と
に
す
る
。 

 

十
九
時
四
〇
分 
今
出
、
畠
山
完
全
装
備
で
Ｃ
２
を
出
発
す
る
。
サ
ブ
に
非
常
食
、
ツ
ェ
ル
ト
、
ス
コ

ッ
プ
、
テ
ル
モ
ス
を
入
れ
て
懐
中
電
灯
を
も
っ
て
出
発
。
九
時
三
〇
分
ま
で
は
必
ず
帰
る
事
に
す
る
。
迷

っ
た
地
点
は
寒
風
山
か
ら
西
に
派
生
し
た
尾
根
で
あ
り
気
が
つ
い
て
戻
り
頂
上
付
近
に
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
寒
風
山
は
冬
姿
が
全
く
変
る
。
そ
れ
以
外
は
一
本
尾
根
で
あ
る
。
風
雪
は
止
み
視
界



- 10 - 

 

も
き
い
て
来
た
。
時
々
立
ち
止
ま
り
エ
ー
ル
を
か
け
た
り
ラ
イ
ト
を
振
っ
た
り
消
し
て
他
の
光
を
探
し
た

り
し
な
が
ら
寒
風
山
に
登
る
。
迷
い
尾
根
の
方
角
に
ピ
カ
リ
と
光
る
も
の
。
再
び
光
る
。
目
を
こ
ら
す
と

遠
い
山
形
市
の
光
ら
し
い
今
度
は
頂
上
の
林
の
中
に
光
る
も
の
、
星
が
出
た
の
だ
。
迷
い
尾
根
に
入
っ
た

時
、
充
分
に
確
信
を
も
っ
て
降
り
た
も
の
か
。
ラ
ッ
セ
ル
と
か
赤
布
が
な
け
れ
ば
ど
ん
底
ま
で
降
り
る
事

は
誤
っ
て
い
る
。
気
付
い
た
な
ら
ば
す
ぐ
確
信
の
も
て
る
所
ま
で
引
返
す
べ
き
で
あ
る
。
今
夜
、
見
つ
か

ら
な
け
れ
ば
ア
タ
ッ
ク
は
断
念
し
て
捜
索
を
し
て
山
行
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
事
を
考

え
な
が
ら
頂
上
の
白
い
ド
ー
ム
に
か
か
る
時
、
ト
ッ
プ
の
畠
山
が
雪
穴
か
ら
ひ
ょ
っ
こ
り
出
て
来
た
工
藤

を
見
つ
け
た
。
倒
木
の
雪
の
祠
を
利
用
し
て
四
名
の
サ
ポ
ー
ト
が
元
気
で
中
に
い
た
。
や
れ
、
う
れ
し
や
。

聞
け
ば
や
っ
ぱ
り
迷
い
尾
根
を
た
ど
り
急
ぐ
余
り
で
ど
ん
底
ま
で
高
度
を
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
も
降
り
気

が
付
い
た
時
は
遅
す
ぎ
て
頂
上
に
戻
る
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
の
で
視
界
が
良
く
な
る
の
を
待
っ
て
待

避
中
で
あ
っ
た
と
云
う
。 

 

二
〇
時
十
五
分 

今
出
、
畠
山
と
協
議
。
今
出
は
サ
ポ
ー
ト
隊
を
引
率
し
て
Ｃ
１
に
帰
り
畠
山
の
み
単

独
で
Ｃ
２
に
帰
る
事
に
す
る
。
畠
山
先
行
。
サ
ポ
ー
ト
隊
、
身
仕
度
ワ
ッ
パ
を
整
え
て
穴
の
外
に
出
る
。

視
界
良
く
な
り
半
月
出
る
。
畠
山
の
ラ
イ
ト
が
雪
に
反
射
し
蛍
の
よ
う
に
山
を
か
け
下
っ
て
行
く
の
が
見

え
そ
の
先
に
奥
寒
風
と
Ｃ
２
が
小
さ
く
見
え
た
。
今
出
は
四
度
、
寒
風
の
頂
上
を
踏
ん
で
ア
オ
の
背
に
向

い
Ｃ
１
地
点
に
近
づ
い
た
。 

Ｃ
１
地
点
の
や
ゝ
手
前
で
一
度
Ｃ
１
テ
ン
ト
を
探
す
が
見
当
た
ら
ず
更
に
降
る
途
中
、
沼
田
の
灯
が
近
ず

い
て
直
ち
に
Ｃ
１
帰
着
Ｃ
２
の
ト
ー
キ
ー
を
畠
山
が
持
参
し
た
の
で
Ｃ
１
と
は
常
に
交
信
し
て
い
た
の

で
Ｃ
１
で
は
既
に
了
解
済
み
で
あ
っ
た
。
今
出
、
沼
田
、
帰
還
後
す
ぐ
雪
洞
を
掘
り
ザ
ッ
ク
倉
庫
を
つ
く

り
又
隣
り
に
ト
イ
レ
雪
洞
を
つ
く
っ
た
。
Ｃ
１
は
今
夜
八
名
泊
る
の
で
超
満
員
で
あ
る
。
今
出
は
Ｃ
２
に

シ
ュ
ラ
フ
を
置
い
て
来
た
の
で
皆
ん
な
か
ら
毛
布
背
広
な
ど
も
恵
ん
で
も
ら
い
ど
う
や
ら
暖
か
く
泊
ら

せ
て
貰
っ
た
。
全
員
就
寝
は
十
二
時
に
近
か
っ
た
と
思
う
。
今
夜
の
ド
サ
ク
サ
の
為
十
時
の
天
気
図
は
遂

に
と
れ
ず
に
し
ま
っ
た
。 
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 三

月
十
一
日 

 

摂
氏
マ
イ
ナ
ス
七
度 

晴 

西
五
メ
ー
ト
ル 

六
時 

Ｃ
２
と
交
信
、
今
出
が
ア
タ
ッ
ク
を
追
尾
す
る
旨
、
打
ち
合
せ
る
。 

六
時
四
〇
分 

Ｃ
１
よ
り
今
出
サ
ブ
で
ア
タ
ッ
ク
隊
に
合
流
の
為
単
独
出
発
。
Ｃ
２
も
昨
夜
遅
か
っ
た
の

で
出
発
は
延
び
そ
う
だ
。 

七
時
二
〇
分 

Ｃ
２
到
着
。
ア
タ
ッ
ク
隊
、
出
発
準
備
中
。 

七
時
四
五
分 

Ｃ
２
を
出
発
す
る
。
天
気
良
好
軽
装
で
飛
ば
し
て
本
山
を
手
に
入
れ
ん
も
の
と
全
員
張
り

き
る
。
し
か
し
、
奥
寒
風
、
戸
立
山
間
は
難
所
で
あ
っ
た
。
付
近
は
雪
庇
発
達
も
七
～
一
〇
メ
ー
ト
ル
に

も
な
り
末
期
状
と
な
り
随
所
々
崩
壊
又
は
亀
裂
激
し
く
や
せ
尾
根
な
の
で
西
側
に
逃
れ
ん
と
す
る
が
急

斜
且
つ
藪
こ
ぎ
で
緊
張
の
連
続
で
あ
り
ト
ッ
プ
は
し
ば
し
ば
陥
没
の
危
機
に
曝
さ
れ
た
。
気
は
健
昂
な
れ

ど
も
易
き
縦
走
は
許
さ
れ
ず
加
う
る
に
再
び
地
吹
雪
を
呈
し
て
来
た
。 

 

八
時
二
五
分 

戸
立
山 

頂
上
、
地
吹
雪
の
間
に
白
髪
山
が
見
え
る
。 

 

九
時 

前
白
髪
こ
こ
で
大
休
憩
、
第
二
朝
食
と
す
る
。 

 
九
時
四
〇
分 

白
髪
山
直
下
。
本
部
と
の
連
絡
に
渡
辺
氏
が
出
て
会
話
す
る
。
雪
は
比
較
的
シ
マ
っ
て

居
り
時
々
は
赤
点
樹
を
発
見
し
つ
つ
い
い
ペ
ー
ス
で
進
行
し
て
い
る
。
赤
点
も
雪
の
下
が
多
く
て
不
足
な

の
で
赤
布
を
つ
け
る
が
前
日
に
数
十
枚
使
用
し
ア
タ
ッ
ク
隊
の
保
有
も
四
〇
枚
位
し
か
な
い
の
で
節
約

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
雪
堤
上
は
つ
け
る
べ
き
枝
も
な
い
の
で
処
々
ス
コ
ッ
プ
で
ブ
ロ
ッ
ク
を
つ
く

り
雪
の
ケ
ル
ン
を
作
る
こ
と
に
し
た
。
四
〇×

四
〇×

三
〇
位
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
二
つ
重
ね
て
対
に
重
ね
開

門
を
つ
く
っ
た
り
又
、
単
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
一
ヶ
切
取
っ
た
だ
け
の
も
の
も
あ
る
。
又
標
識
竿
の
運
搬
は
大

変
邪
魔
な
も
の
で
あ
り
特
に
ヤ
ブ
コ
ギ
に
於
い
て
苦
心
し
た
。
白
髪
山
へ
は
巨
大
な
、
し
か
し
安
定
し
た

雪
庇
が
一
本
力
強
く
走
り
頂
上
へ
と
つ
づ
く
。 

 

十
時
二
五
分 

白
髪
山
頂
上
を
通
過
す
る
。
頂
上
は
強
風
が
荒
れ
狂
い
シ
ュ
カ
ブ
ラ
が
発
達
し
巨
大
な
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も
の
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
山
頂
標
は
樹
氷
と
な
り
ス
コ
ッ
プ
で
た
た
き
落
し
て
頂
上
を
確
認
し
た
。
気

温
は
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
九
度
。
風
速
は
二
五
メ
ー
ト
ル
は
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
全
員
元
気
で
あ
る
が
高

橋
氏
や
ゝ
不
調
の
兆
し
あ
り
、
ペ
ー
ス
を
若
干
お
と
す
。
竿
を
数
ヶ
所
使
用
、
尾
根
を
忠
実
に
た
ど
り
右

手
に
直
角
に
曲
っ
て
自
然
園
へ
の
下
り
に
か
か
る
。
猛
烈
な
強
風
が
山
形
側
か
ら
吹
い
て
い
る
。
こ
こ
は

黒
伏
、
柴
倉
の
弯
曲
し
た
障
壁
と
白
髪
山
か
ら
西
へ
突
出
し
た
尾
根
と
が
あ
た
か
も
ジ
ョ
ー
ゴ
状
に
集
中

す
る
所
で
い
つ
で
も
風
衝
の
強
い
所
だ
。
そ
の
為
、
着
雪
は
少
な
く
小
潅
木
が
所
々
露
出
し
雪
氷
盤
が
薄

く
て
足
が
陥
没
す
る
。
大
男
の
田
中
で
さ
え
風
に
奔
ろ
う
さ
れ
て
何
度
か
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。 

 

十
時
四
五
分 

摂
氏
マ
イ
ナ
ス
六
度 

自
然
園
を
通
過
、
こ
の
付
近
、
去
年
立
て
た
赤
ペ
ン
キ
竿
は
無
事
に
立
っ
て
い
た
。
風
衝
地
帯
の
為
雪
没

を
免
れ
て
い
る
も
の
だ
。
八
ミ
リ
撮
影
の
為
、
標
識
の
樹
氷
を
叩
き
落
し
て
い
た
所
い
き
な
り
顔
面
に
吹

っ
飛
ん
で
目
か
ら
火
が
出
た
。
皆
に
お
く
れ
る
し
目
は
見
え
な
い
し
大
い
に
く
さ
っ
た
。
パ
ー
テ
ィ
は
林

界
を
敬
遠
し
刈
払
い
帯
を
と
っ
て
下
っ
て
い
た
。
こ
こ
よ
り
ラ
ッ
セ
ル
帯
と
な
り
膝
位
の
ラ
ッ
セ
ル
と
な

る
。
ラ
ッ
セ
ル
交
た
い
を
続
け
て
千
二
百
ピ
ー
ク
に
立
つ
。
し
か
し
残
念
、
大
き
な
雪
庇
が
進
路
に
あ
っ

て
仙
台
カ
ゴ
に
下
る
事
出
来
ず
。
若
干
戻
り
下
方
よ
り
深
い
ラ
ッ
セ
ル
を
し
な
が
ら
雪
庇
の
下
を
ト
ラ
バ

ー
ス
で
切
り
ぬ
け
る
。
我
々
は
ラ
ッ
セ
ル
を
軽
く
す
る
つ
も
り
で
粟
畑
を
捲
い
た
が
大
同
小
異
だ
っ
た
ら

し
い
。
仙
台
カ
ゴ
目
が
け
て
進
む
。 

 

十
一
時
二
五
分
～
十
二
時
十
五
分 

粟
畑
上
方 
仙
台
カ
ゴ
直
下 

摂
氏
マ
イ
ナ
ス
五
度
。 

昼
食
と
休
憩
の
為
、
大
休
憩
。
ツ
ェ
ル
ト
使
用
。 

今
出
、
高
橋
キ
ジ
を
う
つ
。
雪
面
を
這
う
風
は
情
容
赦
な
し
。 

高
橋
や
ゝ
疲
労
し
て
お
り
パ
ー
テ
ィ
の
ペ
ー
ス
を
落
す
の
で
一
人
こ
の
地
点
で
雪
洞
停
滞
し
た
い
旨
、
相

談
あ
り
。
し
か
し
危
険
な
の
で
パ
ー
テ
ィ
は
全
員
一
致
行
動
を
変
更
、
ペ
ー
ス
を
更
に
落
し
、
今
日
の
行

動
は
早
め
に
終
え
て
明
日
の
ア
タ
ッ
ク
を
計
画
仙
交
小
屋
を
目
指
す
。 
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十
三
時
十
五
分 

天
気
く
も
り
。
風
若
干
弱
ま
る
。 

仙
台
カ
ゴ 

楠
峯
の
コ
ル
付
近
、
一
本
。
本
部
と
交
信
、
予
定
一
日
延
期
を
通
知
し
、Y

M

本
部
、
各
家

庭
に
連
絡
方
要
請
す
る
。
又
、
市
役
所
隊
に
も
お
願
い
す
る
。
又
、
Ｃ
２
に
い
る
サ
ポ
ー
ト
隊
に
も
指
令

し
雪
洞
ビ
パ
ー
ク
を
し
て
明
朝
ア
タ
ッ
ク
の
旨
交
信
し
た
。
そ
の
地
点
よ
り
や
ゝ
下
り
楠
峯
頂
上
直
下
二
、

三
〇
メ
ー
ト
ル
の
ト
ラ
バ
ス
入
口
で
風
を
さ
け
て
一
本
立
て
る
。
ト
ラ
バ
ー
ス
入
口
に
赤
点
が
一
つ
発
見

さ
れ
稜
線
の
雪
庇
を
警
戒
し
て
夏
み
ち
を
た
ど
る
事
と
し
た
。
必
死
に
赤
点
を
求
め
た
が
発
見
出
来
た
に

は
僅
か
で
あ
る
。
他
は
雪
没
し
た
も
の
と
見
え
る
。
ト
ラ
バ
ー
ス
を
終
り
あ
と
は
稜
線
上
を
ゆ
く
。 

 

十
四
時 

楠
峯
東
稜
付
近
。
ウ
ォ
ー
キ
ー
の
交
信
は
電
波
が
入
ら
ず
不
能
と
な
る
。 

 

十
四
時
四
五
分 

仙
交
コ
ル
付
近
。 

畠
山
、
今
出
、
全
員
を
待
機
さ
せ
て
、
仙
交
小
屋
を
偵
察
す
る
が
発
見
出
来
ず
。
赤
点
を
三
つ
発
見
し
た

に
と
ど
ま
る
。
た
と
え
発
見
出
来
て
も
小
屋
は
完
全
に
雪
没
し
小
屋
に
入
る
の
も
長
時
間
除
雪
に
要
し
、

且
つ
小
屋
内
部
の
吹
込
み
雪
の
処
理
に
苦
心
す
る
な
ら
ば
か
え
っ
て
雪
洞
の
方
が
温
か
く
て
手
っ
と
り

早
い
と
判
断
、
雪
洞
適
地
点
に
全
員
を
集
め
る
。 

 

十
五
時
十
分 

雪
洞
作
り
に
着
手
。
ス
コ
ッ
プ
は
一
挺
し
か
な
い
の
で
能
率
よ
く
短
時
間
交
換
で
働
く
。

今
出
は
コ
ル
か
ら
の
尾
根
の
状
態
を
偵
察
に
行
き
且
つ
仙
交
小
屋
を
捜
し
た
が
地
形
は
全
く
変
化
し
て

判
断
が
つ
か
な
い
。
赤
点
を
去
年
つ
け
た
時
は
分
岐
ま
で
し
か
付
け
な
か
っ
た
の
で
赤
点
の
消
え
た
所
を

重
点
的
に
探
し
て
み
た
が
駄
目
で
あ
っ
た
。
赤
点
も
あ
の
当
時
、
樹
が
氷
っ
て
い
た
の
で
禿
げ
落
ち
て
幽

か
で
あ
っ
た
。
目
の
前
に
明
ら
か
な
尾
根
と
雪
庇
が
あ
り
確
認
の
后
Ｃ
３
雪
洞
に
帰
る
。
摂
氏
マ
イ
ナ
ス

六
・
五
度 

通
信
は
ウ
ォ
ー
キ
ー
が
杜
絶
。
ハ
ン
デ
ィ
は
交
信
薄
く
な
り
電
波
あ
れ
ど
聞
き
と
れ
ず
。 

 

十
七
時
二
〇
分 
雪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
よ
か
っ
た
の
で
一
挺
の
角
ス
コ
で
立
派
な
雪
洞
が
出
来

た
。
約
二
時
間
の
労
働
で
あ
っ
た
。
手
す
き
の
連
中
は
木
を
集
め
て
折
り
エ
ア
マ
ッ
ト
代
り
に
雪
洞
内
に

敷
き
つ
め
た
。
又
、
入
口
は
ブ
ロ
ッ
ク
で
半
分
埋
め
狭
く
し
て
風
を
防
い
だ
。
エ
ア
マ
ッ
ト
は
一
枚
し
か

な
く
高
橋
氏
に
使
っ
て
も
ら
っ
た
。
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
り
ホ
エ
ブ
ス
を
焚
く
と
体
は
た
ち
ま
ち
暖
か
く
な
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り
心
強
い
。 

全
食
糧
を
点
検
し
て
み
た
、
夫
々
各
自
の
非
常
食
、
余
裕
食
糧
が
出
さ
れ
る
。
ド
ー
ナ
ツ
箱
入
り
二
箱
、

ク
ラ
ッ
カ
ー
羊
羹
、
チ
ー
ズ
、
キ
ネ
ン
パ
ン
、
甘
納
豆
、
練
乳
、
乾
パ
ン
。
ス
ル
メ
、
レ
ー
ズ
ン
、
氷
砂

糖
、
み
か
ん
、
林
ご
、
コ
ロ
ッ
ケ
パ
ン
、
ビ
フ
テ
キ
に
ウ
ィ
ス
キ
ー
。
数
え
切
れ
な
い
程
出
て
来
て
雪
洞

内
は
急
に
明
る
く
な
っ
た
。 

 

又
、
市
役
所
隊
に
差
入
れ
る
予
定
の
角
ビ
ン
ウ
ィ
ス
キ
ー
は
緊
急
事
態
に
対
処
し
て
カ
ロ
リ
ー
補
給
の

為
、
我
々
で
消
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
。
高
橋
氏
の
お
く
さ
ん
の
お
料
理
ビ
フ
テ
キ
で
ご

ち
そ
う
に
な
っ
た
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
味
は
全
く
豪
華
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

天
井
を
食
器
で
け
ず
り
、
飲
み
も
の
に
不
自
由
は
し
な
か
っ
た
。
ホ
エ
ブ
ス
と
Ｗ
ガ
ス
一
リ
ッ
ト
ル
タ

ン
ク
は
大
変
有
効
で
あ
っ
た
。
又
小
型
コ
ッ
ヘ
ル
も
よ
か
っ
た
。
ロ
ー
ソ
ク
、
カ
イ
ロ
も
全
員
に
あ
っ
た
。

皆
も
疲
れ
て
い
た
の
で
靴
の
ま
ま
柴
の
上
に
寝
た
。
背
あ
て
も
柴
で
雪
の
壁
に
よ
り
か
か
っ
て
全
員
か
た

ま
り
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
っ
た
。 

夜
は
さ
す
が
に
冷
え
た
。
ホ
エ
ブ
ス
の
熱
も
火
を
と
め
る
と
雪
の
壁
に
す
ー
っ
と
吸
い
こ
ま
れ
て
じ
き

寒
く
な
る
。
ビ
ニ
ー
ル
で
も
い
い
か
ら
シ
ー
ト
が
一
枚
あ
れ
ば
又
違
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
か
ら

畠
山
の
様
子
が
悪
く
な
り
、
洞
外
で
出
て
旺
ん
に
吐
気
を
催
し
て
い
た
。 

 
夜
十
二
時 

靴
の
中
の
足
が
寒
さ
の
為
に
激
し
く
痛
み
だ
し
て
全
員
起
き
た
。
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
っ
て

ホ
エ
ブ
ス
を
た
く
。
た
ち
ま
ち
暖
か
く
な
っ
て
又
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
り
な
お
し
て
眠
る
。
ツ
ェ
ル
ト
に
五

名
は
無
理
で
、
両
端
の
人
は
半
分
し
か
か
ぶ
れ
ぬ
。 

 

三
月
十
二
日 

午
前
二
時 

再
び
全
員
起
床
、
ホ
エ
ブ
ス
を
焚
い
て
暖
を
と
る
、
未
だ
早
い
の
で
も
う
一
度
眠
る
。
全

員
着
ら
れ
る
も
の
は
全
部
着
て
い
た
。
目
出
帽
で
眼
だ
け
出
し
手
袋
も
オ
ー
バ
ー
ミ
ト
ン
を
着
用
、
寒
い

中
で
も
け
っ
こ
う
一
時
的
に
深
い
眠
り
に
落
ち
る
事
が
出
来
る
。
雪
洞
内
ラ
ジ
オ
が
欲
し
か
っ
た
。 
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三
時 

起
床
、
あ
ゝ
夜
あ
け
が
待
遠
し
い
。
気
温
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
五
度 

洞
外
は
星
空
で
あ
っ
た
。
晴

れ
て
く
れ
、
い
や
百
メ
ー
ト
ル
で
も
い
い
か
ら
視
界
だ
け
与
え
て
く
れ
。 

 

四
時 

朝
食
を
た
べ
る
。
畠
山
は
胃
が
や
ら
れ
て
苦
し
そ
う
で
あ
っ
た
が
彼
は
決
然
と
出
発
す
る
こ
と

に
し
た
。 

 

五
時 

洞
外
は
未
だ
未
だ
真
暗
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
行
動
も
出
来
ぬ
。 

 

五
時
四
〇
分 

ワ
カ
ン
を
履
い
て
薄
明
の
外
へ
出
る
。
雪
は
や
ゝ
し
ま
り
調
子
が
よ
い
。
風
は
微
か
で

天
気
は
晴
れ
て
い
る
。
間
も
な
く
船
形
山
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
尾
根
に
と
り
つ
く
。
明
る
さ
は
み
る
ま
に
増

し
て
展
望
が
ひ
ら
け
て
来
た
。 

右
手
に
重
量
感
の
溢
れ
る
後
白
髪
が
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
い
か
に
、
そ
の
頂
上
は
激
し
く
流
れ

る
雲
に
お
ゝ
わ
れ
て
、
た
だ
な
ら
ぬ
気
配
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
不
気
味
な
南
風
で
あ
る
。
こ
の
分
だ
と
本

山
で
は
シ
ゴ
か
れ
そ
う
だ
と
皆
覚
悟
し
た
。
ダ
イ
レ
ク
ト
尾
根
は
巨
大
な
雪
庇
を
な
し
、
す
こ
ぶ
る
快
適

な
登
り
で
あ
る
。
ワ
カ
ン
の
爪
を
き
か
せ
て
雪
庇
の
根
元
近
く
を
ジ
グ
ザ
グ
登
行
す
る
。 

 

六
時
四
五
分
～
五
五
分 

船
底
平
に
着
く
。
雪
庇
は
雄
大
で
し
か
も
危
な
げ
な
い
。
こ
の
付
近
は
夏
だ

と
い
つ
の
間
に
か
通
過
し
て
し
ま
う
処
だ
が
冬
は
全
く
変
っ
た
趣
き
で
あ
る
。
し
か
し
遠
望
が
き
か
ぬ
の

が
残
念
至
極
、
無
線
機
は
何
度
か
仙
台
と
交
信
を
試
み
た
が
い
ず
れ
も
失
敗
。
意
外
に
も
新
潟
の
無
線
は

明
瞭
に
傍
受
し
た
。
ハ
ン
デ
ィ
・
ト
ー
キ
ー
Ｃ
２
の
サ
ポ
ー
ト
隊
と
は
交
信
が
不
能
に
な
っ
て
来
た
。
高

度
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
休
け
い
と
し
行
動
食
を
く
う
。
ラ
ス
ト
の
今
出
は
八
ミ
リ
シ
ネ
記
録
の
為
、
約
二

キ
ロ
の
カ
メ
ラ
を
胸
に
ブ
ラ
下
げ
て
撮
影
を
行
っ
て
い
た
。 

ま
あ
た
ら
し
い
カ
モ
シ
カ
の
足
跡
が
乱
れ
て
い
た
。
こ
の
付
近
か
ら
い
よ
い
よ
濃
霧
帯
と
な
り
次
第
に

南
風
が
強
く
な
っ
て
来
た
。
雪
庇
は
遂
に
南
側
の
み
な
ら
ず
北
側
に
も
発
達
し
、
珍
し
い
「
両
刃
の
雪
庇
」

が
見
ら
れ
た
。 

我
々
は
残
り
少
な
く
な
っ
た
赤
布
竿
を
立
て
な
が
ら
傾
斜
し
た
乳
白
の
世
界
を
一
歩
一
歩
踏
み
し
め

て
登
っ
た
。
や
が
て
シ
ュ
カ
ブ
ラ
地
帯
と
な
り
、
ト
ッ
プ
畠
山
隊
長
自
ら
雪
洞
ス
コ
ッ
プ
で
大
き
な
ス
テ
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ッ
プ
を
切
り
高
度
感
は
し
き
り
に
身
に
沁
み
て
登
頂
真
近
の
感
激
に
新
た
な
フ
ァ
イ
ト
を
燃
や
す
。
ク
ラ

ス
ト
の
下
は
ザ
ラ
メ
化
し
た
雪
で
ワ
カ
ン
の
爪
も
き
か
ず
ピ
ッ
ケ
ル
を
両
手
で
水
平
に
保
持
し
、
四
ツ
ん

這
い
で
黙
々
と
登
る
。
頂
上
真
近
と
思
う
頃
八
分
目
は
雪
に
没
し
た
指
導
標
に
出
る
。
こ
れ
は
頂
上
五
十

メ
ー
ト
ル
地
点
。
泉
・
定
義
方
面
分
岐
点
で
あ
る
。
こ
ゝ
か
ら
ト
ッ
プ
を
交
換
、
今
出
が
視
界
数
メ
ー
ト

ル
の
頂
上
捜
査
と
な
り
先
行
、
間
も
な
く
確
認
し
、
高
橋
氏
に
登
頂
を
譲
り
つ
づ
い
て
我
々
も
一
等
三
角

点
と
お
ぼ
し
き
所
に
連
っ
た
。 

こ
ゝ
で
我
々
は
感
激
の
バ
ン
ザ
イ
を
叫
ば
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
時
に
十
二
日
午
前
八
時
ち
ょ
う

ど
で
あ
っ
た
。 

シ
ュ
カ
ブ
ラ
に
飾
ら
れ
た
ケ
ル
ン
の
蔭
で
サ
ポ
ー
ト
隊
と
交
信 

「
わ
が
旗
は
い
た
だ
き
に
あ
り
」
と
送
信 

「
お
め
で
と
う
、
健
斗
を
感
謝
す
る
」
と
返
信 

又
高
橋
氏
は
宮
城
支
部
北
署
に
登
頂
成
功
の
旨
発
信
し
た
。
記
念
撮
影
も
出
来
ず
に
我
々
は
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
に
市
役
所
隊
屯
所
を
さ
が
し
た
。
赤
旗
が
点
々
と
現
わ
れ
、
そ
れ
に
導
か
れ
て
東
へ
五
〇
メ
ー
ト

ル
下
っ
た
。
霧
氷
に
お
ゝ
わ
れ
た
天
幕
を
発
見
、
大
声
で
ヤ
ッ
ホ
ー
と
呼
び
か
け
る
と
転
が
る
よ
う
に
二
、

三
人
の
山
男
が
飛
び
出
し
て
来
た
。
畠
山
隊
長
と
市
役
所
隊
大
泉
隊
長
が
感
激
の
握
手
。
外
は
厳
し
い
の

で
全
員
市
役
所
サ
ポ
ー
ト
の
雪
洞
に
休
け
い
さ
せ
て
貰
う
。
市
役
所
隊
は
そ
ろ
そ
ろ
頂
上
に
出
て
我
々
を

出
迎
え
る
つ
も
り
で
い
た
と
云
う
。
又
昨
日
は
予
定
通
り
正
午
前
に
こ
ゝ
に
幕
営
を
完
了
し
待
機
中
で
あ

っ
た
と
の
こ
と
。
誠
に
遅
延
の
こ
と
は
申
訳
な
か
っ
た
。 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
大
泉
氏
に
手
渡
し
た
が
、
こ
れ
に
は
Ｃ
１
に
居
る
筈
の
今
出
会
長
が
大
泉
氏
に
あ
て
た

文
面
で
差
入
れ
ウ
ィ
ス
キ
ー
角
瓶
一
本
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
既
に
フ
ォ
ス
ト
ビ
バ
ー
ク

に
て
カ
ロ
リ
ー
化
さ
れ
、
そ
の
事
を
詫
び
る
。 

又
市
役
所
隊
が
宮
崎
隊
に
タ
ッ
チ
す
る
時
の
為
に
宮
崎
隊
長
あ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
お
願
い
し
て
手

渡
す
。
い
ず
れ
も
透
明
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
密
封
し
て
あ
る
。 

朝日連峰、大朝日岳山頂 
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雪
洞
の
中
で
我
々
は
熱
い
コ
ー
ヒ
ー
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。
世
の
中
に
こ
ん
な
に
旨
い
も
の
が
あ
っ

た
か
と
思
う
程
そ
れ
は
我
々
を
恍
惚
と
さ
せ
た
。 

我
々
の
下
山
の
時
間
も
迫
っ
て
来
た
。
市
役
所
隊
サ
ポ
ー
ト
隊
も
定
義
に
下
山
す
る
と
云
う
。
任
務
を

完
遂
し
た
高
橋
氏
は
こ
の
サ
ポ
ー
ト
隊
と
一
緒
に
下
れ
ば
比
較
的
楽
に
下
山
出
来
る
で
あ
っ
た
ろ
う
が

サ
ポ
ー
ト
隊
の
勧
誘
を
は
っ
き
り
と
断
っ
て
我
々
と
最
后
ま
で
行
動
を
共
に
し
て
く
れ
た
。
高
橋
氏
の
身

を
安
じ
て
云
っ
て
く
れ
た
助
言
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
の
事
自
身
我
々
は
全
く
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
っ

た
の
で
一
瞬
不
思
議
に
思
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

大
泉
隊
長
が
視
界
ゼ
ロ
の
頂
上
ま
で
見
送
っ
て
く
れ
た
。
市
役
所
隊
の
健
斗
を
祈
っ
て
全
員
で
握
手
、

強
風
に
向
っ
て
一
旦
南
へ
下
り
後
は
逆
落
し
に
降
る
。
こ
の
荒
天
で
は
市
役
所
本
隊
は
え
ら
く
難
儀
す
る

に
違
い
な
い
。
否
、
新
し
い
行
動
は
不
可
能
で
は
な
い
か
。
又
、
同
サ
ポ
ー
ト
隊
も
撤
収
に
は
相
当
の
困

難
が
予
想
さ
れ
る
。
同
隊
は
後
白
髪
山
を
下
る
ま
で
の
お
よ
そ
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
視
界
の
効
か
な
い
雪

原
状
尾
根
地
帯
だ
か
ら
だ
。 

 

頂
上
滞
在
一
時
間
十
分
、
我
々
に
は
今
先
来
た
ば
か
り
の
ラ
ッ
セ
ル
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
忠
実
に
た
ど

れ
ば
無
事
に
霧
氷
圏
を
脱
出
出
来
る
の
だ
。
霧
氷
圏
は
標
高
千
二
百
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
か
ら
三
百
メ

ー
ト
ル
の
降
り
の
の
ち
、
即
ち
に
し
て
息
の
詰
ま
る
よ
う
な
乳
白
の
世
界
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
以
後
は
Ｃ

３
雪
洞
地
点
ま
で
シ
リ
セ
ー
ド
を
や
り
な
が
ら
大
い
に
愉
快
な
下
り
で
あ
っ
た
。 

 

肩
の
荷
を
お
ろ
し
て
皆
ん
な
喜
び
の
色
が
溢
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
高
橋
氏
の
ひ
げ
の
顔
に
は
察
す
る

に
余
り
あ
る
安
堵
の
色
が
あ
っ
た
。
Ｃ
３
に
は
十
時
半
着
。
こ
ゝ
は
嘘
の
よ
う
に
静
か
な
世
界
で
あ
っ
た
。

気
温
は
零
下
二
度
、
第
二
中
食
を
と
り
、
二
十
分
間
の
休
息
を
し
た
。
雪
洞
内
の
柴
の
上
で
少
し
寝
こ
ろ

ぶ
。 

 

畠
山
は
未
だ
食
欲
を
回
復
し
な
い
が
超
人
的
粘
り
で
再
び
ト
ッ
プ
で
出
発
、
続
く
隊
員
高
橋
氏
、
田
中
、

江
間
と
続
く
。
殿
り
は
今
出
、
一
・
五
キ
ロ
の
八
ミ
リ
カ
メ
ラ
を
ぶ
ら
さ
げ
て…

 

こ
れ
が
ア
タ
ッ
ク
隊
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
オ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。 
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余
り
静
か
な
雪
の
山
、
風
も
途
絶
え
て
息
ず
く
も
の
は
五
人
の
人
間
の
み…

…

。
と
！
前
方
に
矢
の
如

く
走
る
も
の…

あ
兎
だ
。
そ
の
俊
速
に
我
々
は
感
嘆
の
声
を
放
つ
。 

 

そ
こ
に
小
ピ
ー
ク
が
あ
っ
た
の
で
「
ダ
ッ
ト
の
山
」
と
銘
名
す
る
。
三
人
の
男
は
ゆ
っ
く
り
柴
煙
を
味

い
二
人
の
男
は
雪
合
戦
を
や
る
。
十
分
の
休
み
の
後
、
十
一
時
三
五
分
ダ
ッ
ト
の
山
か
ら
楠
峯
の
ト
ラ
バ

ー
ス
に
か
ゝ
る
。
雪
が
重
っ
た
く
な
り
気
温
が
上
っ
て
き
た
の
か
雪
が
く
さ
り
ワ
ッ
パ
重
し
。
ポ
ツ
ポ
ツ

と
雨
が
き
た
。
し
か
し
大
し
た
こ
と
な
く
済
ん
で
有
難
い
。 

 

楠
峯
直
下
十
二
時 

昼
食
を
簡
単
に
十
五
分
で
済
ま
す
。
昨
日
の
ラ
ッ
セ
ル
は
ほ
ぼ
残
っ
て
軟
雪
地
帯

の
仙
台
カ
ゴ
方
面
へ
と
我
々
を
導
く
。
仙
台
カ
ゴ
の
直
下
、
樹
林
界
で
圣
一
一
五
セ
ン
チ
の
サ
ル
の
コ
シ

カ
ケ
を
発
見
、
ピ
ッ
ケ
ル
で
叩
い
て
採
取
し
た
。 

サ
ポ
ー
ト
隊
と
の
交
信
も
順
調
に
行
わ
れ
Ｃ
１
、
Ｃ
２
糎
間
を
定
期
便
と
称
し
緊
密
な
連
絡
を
持
っ
て
い

る
ら
し
い
。
天
候
も
良
好
ら
し
い
。
粟
畑
上
方
に
て
一
本
、
十
三
時
で
あ
る
。 

 

風
衝
地
帯
自
然
公
園
を
通
過
す
る
。
再
び
ガ
ス
っ
て
き
た
。
そ
し
て
南
方
よ
り
の
強
風
・
・
・
。
一
難

去
っ
て
又
一
難
、
視
界
は
五
メ
ー
ト
ル
も
な
い
。
布
設
し
た
赤
布
竹
も
次
の
一
本
ま
で
が
大
変
だ
。
シ
ュ

カ
ブ
ラ
の
高
原
状
頂
上
で
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
頂
上
と
思
わ
れ
る
所
で
一
旦
行
動
を
中
止
し
確
実

な
針
路
を
捉
え
る
ま
で
停
滞
を
命
じ
畠
山
と
今
出
が
偵
察
に
出
発
す
る
。
し
か
し
仲
々
発
見
出
来
な
い
。

遂
に
は
今
き
た
ラ
ッ
セ
ル
と
結
び
つ
い
て
リ
ン
グ
ワ
ン
デ
ル
ン
グ
と
な
る
状
態
で
ガ
ス
の
晴
れ
間
を
待

つ
為
、
全
員
が
赤
布
竹
に
集
合
し
や
ゝ
待
機
。 

 

地
図
、
磁
石
に
よ
り
観
測
し
た
と
こ
ろ
意
外
な
事
実
を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
激
し
く
吹
き
つ
け
て
い
た

南
方
の
風
が
頂
上
で
い
き
な
り
西
の
風
に
変
化
し
た
こ
と
だ
。
こ
れ
程
顕
著
な
風
向
の
変
化
は
未
だ
に
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
。
時
は
刻
々
と
経
っ
て
皆
の
顔
に
も
変
化
が
現
れ
て
き
た
。
又
も
雪
洞
ビ
バ
ー
グ
か
、

そ
れ
に
し
て
も
食
糧
は
幾
ば
く
も
な
い
。
予
定
日
数
は
既
に
一
日
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る…

…

。
そ
れ
に
し

て
も
白
髪
の
頂
上
が
こ
れ
程
、
曲
者
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
こ
の
付
近
に
は
数
本
の
赤
布
竹
を
散
ら
し
且

つ
所
々
雪
の
ブ
ロ
ッ
ク
ケ
ル
ン
を
作
っ
て
来
た
の
に
降
り
口
さ
え
判
れ
ば
あ
と
は
ヤ
セ
尾
根
、
迷
う
気
づ
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か
い
は
さ
ほ
ど
な
い
。
先
決
は
山
頂
標
の
発
見
に
あ
る
。 

再
び
畠
山
、
今
出
が
予
想
地
点
に
扇
状
に
偵
察
す
る
。
風
が
魔
力
を
失
え
ば
間
も
な
く
新
た
な
霧
氷
に

か
ざ
ら
れ
た
山
頂
標
を
発
見
し
た
。
一
時
は
ビ
バ
ー
グ
か
と
暗
黙
の
う
ち
に
覚
悟
し
た
我
々
だ
っ
た
が
地

獄
に
仏
と
ば
か
り
躍
り
上
っ
て
喜
ん
だ
。 

後
は
ス
ム
ー
ズ
に
霧
氷
圏
を
脱
出
し
、
前
白
髪
で
一
本
立
て
る
。
記
録
に
よ
る
と
ガ
ス
で
視
界
ゼ
ロ
、

気
温
零
下
二
・
五
度
、
風
速
二
五
メ
ー
ト
ル
、
停
滞
十
五
分
（
十
四
時
十
五
分
か
ら
）
と
あ
る
が
記
録
の

間
違
い
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
長
く
感
じ
ら
れ
た
。 

 

以
後
の
縦
走
路
は
雪
庇
の
上
の
一
本
道
、
戸
立
山
の
手
前
で
一
本
立
て
て
風
を
避
け
て
第
二
昼
食
、
戸

立
山
は
一
五
時
五
〇
分
、
通
過
す
る
。
サ
ポ
ー
ト
隊
と
の
交
信
で
Ｃ
２
で
は
飯
も
炊
き
上
り
汁
も
出
来
て

い
る
と
の
こ
と
。
時
間
も
時
間
で
あ
る
の
で
Ｃ
２
の
サ
ポ
ー
ト
隊
は
直
ち
に
帰
還
す
る
よ
う
に
指
令
す
る
。 

 

奥
寒
風
頂
上
に
着
い
て
寒
風
に
向
い
エ
ー
ル
を
上
げ
れ
ば
遥
か
彼
方
よ
り
応
答
あ
り
、
寒
風
山
頂
の
肩

に
サ
ポ
ー
ト
隊
、
工
藤
、
風
間
、
千
葉
、
越
後
の
四
君
が
蟻
の
ご
と
く
見
え
る
。
互
い
に
山
と
山
か
ら
無

事
を
祝
い
労
を
ね
ぎ
ら
う
。 

 

Ｃ
２
着
十
六
時
四
五
分
、
気
温
零
下
三
度
。
高
橋
氏
や
ゝ
疲
労
、
ポ
リ
タ
ン
か
ら
グ
ッ
！
と
飲
め
ば
何

ん
と
ガ
ソ
リ
ン
で
あ
っ
た
。
畠
山
は
顔
色
優
れ
ず
、
し
か
し
ワ
ッ
パ
を
脱
げ
ば
皆
け
っ
こ
う
元
気
に
な
っ

た
。
米
の
飯
は
ま
だ
暖
か
く
し
み
じ
み
と
満
腹
を
楽
し
ん
だ
。
ア
タ
ッ
ク
隊
の
目
的
を
果
し
皆
ん
な
少
し

興
奮
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
お
喋
り
も
尽
き
ず
、
寝
た
の
は
余
り
早
く
な
い
。
一
人
一
人
個
性
の
あ
る

い
び
き
を
聴
き
な
が
ら
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
あ
げ
て
気
象
通
報
を
描
く
。
気
象
係
は
Ｃ
３
雪
洞
が
不
時
露
営
で

あ
っ
た
の
で
気
象
の
用
具
を
持
参
せ
ず
且
つ
、
そ
の
前
夜
は
寒
風
山
捜
索
の
為
、
天
気
図
が
取
れ
ず
じ
ま

い
で
二
日
間
も
空
白
を
設
け
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
明
日
は
一
〇
〇
〇
ミ
リ
バ
ー
ル
の
低
気
圧
が
本
邦

に
接
近
し
下
り
坂
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
明
日
は
下
山
だ
。
一
日
遅
れ
た
り
と
は
云
え
、
本
計
画
で
は

一
番
最
初
に
リ
レ
ー
に
成
功
し
た
の
が
我
々
で
あ
っ
た
。
市
役
所
隊
の
健
斗
を
祈
っ
て
気
象
係
も
い
び
き

の
コ
ー
ラ
ス
を
歌
う
こ
と
に
す
る
。 
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三
月
十
三
日 

起
床
六
時 

零
下
三
・
五
度
。 

ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
上
天
気
だ
。
朝
食
は
七
時
に
で
き
た
。
な
ご
や
か
な
朝
餉
。
明
る
く
輝
く
オ
レ
ン
ジ

イ
エ
ロ
ー
の
天
幕
内
部
。
朝
茶
の
う
ま
さ…

ア
タ
ッ
ク
隊
長
も
食
欲
を
回
復
し
た
。
つ
い
で
撤
収
を
開
始

し
よ
う
と
す
る
頃
サ
ポ
ー
ト
隊
が
到
着
し
た
。
七
時
五
十
五
分
で
あ
る
。 

 

全
員
の
協
力
で
極
光
号
は
シ
ョ
イ
コ
に
積
ま
れ
る
。
遂
に
高
橋
氏
は
ザ
ッ
ク
を
取
上
げ
ら
れ
て
空
身
に

さ
せ
ら
れ
た
。
氷
化
し
た
極
光
号
の
天
幕
跡
で
皆
で
「
こ
と
ほ
げ
、
今
日
の
山
」
を
合
唱
し
た
。 

 

そ
の
頃
か
ら
あ
の
上
天
気
は
す
っ
か
り
影
を
ひ
そ
め
雪
空
と
な
っ
て
来
た
。
記
念
撮
影
の
後
、
オ
ー
ダ

ー
を
組
ん
で
奥
寒
風
を
降
り
る
。
時
に
九
時
十
分
で
あ
る
。
重
い
荷
も
今
は
軽
く
感
じ
ら
れ
九
名
の
パ
ー

テ
ィ
は
寒
風
山
を
通
過
す
る
。
所
要
タ
イ
ム
は
僅
か
三
十
分
。
天
気
は
最
后
ま
で
味
方
せ
ず
粉
雪
が
飛
び

は
じ
め
た
。
寒
風
山
頂
よ
り
Ｃ
１
と
交
信
す
る
。
Ｃ
１
の
三
名
は
既
に
ア
オ
の
背
頂
上
に
て
出
迎
え
の
為

待
機
中
で
あ
っ
た
。 

 

ア
オ
の
背
十
時
二
十
分
。
雪
庇
を
ム
カ
デ
の
よ
う
に
這
い
上
っ
た
パ
ー
テ
ィ
と
三
名
の
Ｃ
１
サ
ポ
ー
ト

隊
が
ピ
ー
ク
で
迎
合
し
た
。
「
ヨ
カ
ッ
タ
、
ヨ
カ
ッ
タ
」
皆
の
心
は
一
つ
で
あ
っ
た
。 

握
手
す
る
も
の
、
抱
擁
す
る
も
の
、
そ
し
て
又
、
一
匹
の
ム
カ
デ
に
な
っ
て
二
十
四
本
の
足
は
威
勢
よ
く

ス
キ
ー
コ
ー
ス
状
の
ブ
ナ
樹
林
を
Ｃ
１
に
下
っ
た
。 

 

Ｃ
１
で
は
天
候
悪
化
の
為
、
早
々
に
昼
食
を
と
り
Ｂ
Ｃ
ま
で
の
時
間
短
縮
を
は
か
っ
た
。
し
か
し
運
動

不
足
の
輩
が
多
く
出
発
の
時
間
ま
で
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
の
橇
に
乗
り
二
十
メ
ー
ト
ル
程
の
滑
降
コ
ー
ス
を

ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
奇
声
を
発
し
て
は
上
下
し
て
い
た
。
サ
ポ
ー
ト
の
連
中
は
ア
タ
ッ
ク
隊
の
為
に
食
糧
、
燃

料
な
ど
を
極
度
に
制
限
し
て
「
武
士
は
食
わ
ね
ど
高
楊
子
」
を
実
践
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ホ
ロ

リ
と
さ
せ
ら
れ
た
。
天
気
は
悪
化
し
パ
ッ
キ
ン
グ
を
完
了
し
た
ザ
ッ
ク
の
上
に
、
シ
ョ
イ
コ
の
上
に
と
雪

は
積
っ
て
来
た
。
気
温
は
零
下
三
度
。
全
員
の
斉
唱
す
る
「
こ
と
ほ
げ
、
今
日
の
山
」
は
吹
雪
く
山
涛
に
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こ
だ
ま
し
て
我
々
の
胸
に
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
を
刻
む
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

 

十
一
時
四
十
分
、
サ
ポ
ー
ト
隊
に
と
っ
て
は
住
み
な
れ
た
ア
オ
の
背
Ｃ
１
地
点
を
出
発
し
た
。
風
雪
状

態
で
あ
っ
た
が
下
り
専
門
な
の
で
ピ
ッ
チ
は
快
調
、
ワ
ッ
パ
を
は
ず
し
て
ペ
ー
ス
を
崩
す
者
も
既
に
な
か

っ
た
。
雪
は
程
よ
く
締
り
固
く
な
し
軟
く
な
し
、
た
だ
吹
き
上
げ
る
南
西
風
が
呼
吸
を
詰
ら
せ
て
苦
し
い
。 

 

無
言
の
一
隊
は
第
二
見
晴
台
を
十
二
時
十
分
通
過
す
る
。
こ
れ
よ
り
無
名
峯
に
か
け
て
は
ボ
カ
チ
ン
地

帯
で
あ
り
重
量
級
通
過
後
は
大
穴
が
あ
き
笹
や
潅
木
に
ワ
ッ
パ
を
と
ら
れ
る
。
針
葉
樹
に
お
ゝ
わ
れ
た
無

名
峯
付
近
で
全
員
一
本
に
あ
り
つ
く
。
十
分
間
、
風
に
背
を
向
け
何
が
し
か
の
カ
ロ
リ
ー
補
給
を
行
う
。

テ
ル
モ
ス
の
熱
い
紅
茶
の
う
ま
い
こ
と
。
風
速
三
十
メ
ー
ト
ル
、
気
温
零
下
二
度
。 

 

こ
の
頂
上
付
近
は
う
っ
か
り
す
る
と
迷
い
易
い
地
点
で
あ
る
。
来
る
時
も
ト
ッ
プ
は
別
の
尾
根
に
踏
み

込
ん
で
し
ま
い
今
ま
た
ト
ッ
プ
は
よ
か
ら
ぬ
針
路
で
入
り
か
け
た
。
一
本
の
間
に
二
名
が
降
路
を
偵
察
す

る
。
や
は
り
針
路
に
誤
り
あ
り
右
手
右
手
と
行
く
べ
き
所
を
左
手
に
入
り
か
け
て
い
る
。
南
面
は
樹
林
帯

で
沢
に
降
り
る
よ
う
な
急
斜
面
で
あ
り
、
そ
れ
を
や
ゝ
右
手
を
さ
し
て
急
降
す
る
と
裸
で
薙
ぎ
落
ち
る
西

斜
面
に
出
て
痩
せ
た
県
境
尾
根
と
合
す
る
。 

 

軟
雪
の
樹
林
帯
か
ら
我
々
は
堅
い
雪
庇
へ
と
乗
り
移
る
。
雪
庇
を
降
下
す
る
頃
は
も
っ
と
も
風
強
く
視

界
狭
く
途
中
で
相
談
し
た
関
山
ア
タ
ッ
ク
も
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
天
気
が
よ
け
れ
ば
ほ
ん
の
お

遊
び
で
登
れ
る
小
ピ
ー
ク
で
あ
る
が
緊
急
避
待
が
今
の
課
題
で
あ
れ
ば
無
理
を
し
て
一
隊
を
出
す
の
は

危
険
で
あ
る
。
関
山
の
ア
タ
ッ
ク
は
サ
ポ
ー
ト
の
皆
さ
ん
に
譲
ろ
う
と
決
め
て
い
た
の
に
残
す
一
峯
の
未

練
も
一
薙
ぎ
に
す
る
こ
の
す
ざ
ま
し
さ
。 

 

例
の
雪
庇
の
階
段
を
工
作
隊
が
補
修
し
て
全
員
無
事
突
破
。
樹
林
帯
で
一
本
で
あ
る
。
十
三
時
五
分
よ

り
十
分
間
。
気
温
は
零
下
二
度
、
シ
ョ
イ
コ
の
二
人
を
残
し
て
十
名
、
ト
ッ
プ
の
畠
山
の
シ
リ
セ
ー
ド
に

従
い
次
々
に
滑
り
落
ち
る
。
笑
い
と
ス
ピ
ー
ド
を
楽
し
む
こ
と
し
ば
し
、
シ
ョ
イ
コ
組
に
は
気
の
毒
に
思

い
つ
つ
も
タ
マ
ラ
な
い
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
。
た
ち
ま
ち
引
き
離
し
て
し
ま
っ
た
。
二
又
付
近
で
全
員
集
合
。

そ
の
頃
誰
い
う
こ
と
な
く
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
流
行
り
出
し
、
畠
山
を
コ
ル
ゲ
ン
の
蛙
、
今
出
夫
妻
を
ポ
パ
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イ
と
オ
リ
ー
ブ
、
越
後
を
ア
ト
ム
、
田
中
を
鉄
人
２
８
号
、
沼
田
を
狼
少
年
ケ
ン
、
中
林
を
ト
ム
と
ジ
ェ

リ
ー
の
ジ
ェ
リ
ー
、
江
間
を
エ
イ
ト
マ
ン
、
風
間
を
ソ
ニ
ー
坊
や
、
工
藤
を
ノ
ラ
ク
ロ
、
そ
し
て
千
葉
を

ブ
ル
ー
ト
と
は
お
だ
や
か
で
な
い
。 

さ
す
が
に
大
先
輩
の
高
橋
氏
に
は
畏
れ
お
の
の
い
て
愛
称
を
捧
げ
る
輩
は
い
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
ワ

イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
Ｂ
Ｃ
に
着
い
た
の
が
十
四
時
十
分
。
三
時
間
で
あ
る
。
思
え
ば
登
り
に
費
や
し
た
同

区
間
の
タ
イ
ム
は
六
時
間
で
あ
っ
た
。 

全
員
雪
を
避
け
て
暗
い
小
屋
に
入
り
込
む
。
取
っ
て
お
き
の
食
糧
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
出
さ
れ
る
。
今
出

会
長
よ
り
全
員
に
直
径
六
セ
ン
チ
の
金
色
燃
然
た
る
金
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
た
。
或
る
者
は
お
し
戴
い
て

呑
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
全
員
の
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
と
優
勝
を
讃
え
た
つ
も
り
ら
し
い
。 

そ
れ
か
ら
転
ん
で
も
た
だ
で
起
き
な
い
人
が
取
っ
て
き
た
“
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
”
に
全
員
マ
ジ
ッ
ク
で

記
念
の
サ
イ
ン
を
し
た
。
高
橋
さ
ん
は
○
善
五
郎
と
書
い
た
。
こ
の
○
は
人
の
和
、
皆
さ
ん
の
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
誉
め
た
意
味
と
の
こ
と
。 

県
警
の
ト
ラ
ッ
ク
が
来
る
ま
で
時
間
が
あ
っ
た
の
で
有
志
に
よ
り
国
道
ま
で
の
雪
道
の
舗
装
工
事
を
行

っ
た
。
ワ
ッ
パ
な
し
で
行
け
る
よ
う
に
何
度
も
往
復
し
て
固
め
て
お
い
た
。
又
時
間
近
く
に
は
見
張
り
を

交
代
で
行
い
迅
速
な
乗
込
み
に
備
え
た
。 

十
六
時
全
輪
に
チ
ェ
ー
ン
を
つ
け
た
ト
ラ
ッ
ク
が
到
着
し
た
。 

小
雪
、
風
速
十
五
メ
ー
ト
ル
、
気
温
零
下
三
度
の
中
を
Ｂ
Ｃ
撤
退
、
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
込
む
。
雪
が
吹

き
込
む
機
動
車
の
中
に
目
白
押
し
「
チ
ャ
リ
、
チ
ャ
リ
、
チ
ャ
リ
」
と
い
う
チ
ェ
ー
ン
の
音
は
ト
ロ
イ
カ

の
鈴
の
音
か
。
耳
に
心
地
よ
く
振
動
も
心
強
い
が
、
山
を
は
な
れ
る
一
抹
の
わ
び
し
さ
が
皆
の
胸
に
う
ず

ま
く
の
か
言
葉
少
な
に
物
言
い
た
げ
に
互
い
に
顔
を
見
合
わ
せ
て
い
た
。 

ト
ラ
ッ
ク
は
作
並
で
チ
ェ
ー
ン
を
は
ず
し
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
夕
景
色
の
国
道
を
東
進
す
る
。
や
が
て

火
灯
し
頃
の
仙
台
の
町
に
入
り
十
七
時
四
十
五
分
懐
か
し
い
仙
台
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
に
到
着
し
た
。
留
守
部

隊
が
わ
っ
と
ば
か
り
転
り
出
て
来
た
。 
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装
備
を
玄
関
前
に
運
搬
し
て
デ
ポ
り
各
方
面
に
電
話
で
連
絡
を
と
る
。
ス
ト
ー
ブ
の
燃
え
る
社
交
室
に

全
員
が
会
合
し
た
。 

皆
の
顔
が
輝
い
て
い
た
。
留
守
部
隊
は
オ
ー
ル
女
性
。
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
炊
き
出
し
に
舌
づ
ゝ
み
を
う

つ
。
程
な
く
連
絡
本
部
か
ら
岳
連
会
長
伊
達
氏
、
実
行
委
員
長
渡
辺
氏
、
常
盤
氏
ら
が
訪
問
さ
れ
て
成
功

を
祝
っ
て
下
さ
り
清
酒
一
本
の
寄
進
が
あ
っ
た
。 

行
動
中
の
状
態
を
か
い
つ
ま
ん
で
報
告
し
、
質
問
に
も
色
々
と
話
に
花
が
咲
い
た
。 

五
日
間
共
に
寝
食
し
共
に
苦
楽
し
た
十
二
人
も
別
れ
の
時
が
来
た
。
我
々
の
任
務
は
終
っ
た
の
だ
。
し

か
し
リ
レ
ー
さ
れ
た
縦
走
隊
は
こ
れ
か
ら
新
た
な
行
動
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
諸
隊
の
健
斗
を
祈
っ
て
帰

宅
し
た
。 

 

市
役
所
隊
は
リ
レ
ー
後
す
ぐ
に
行
動
を
試
み
た
が
無
理
の
為
引
返
し
た
。
そ
し
て
サ
ポ
ー
ト
隊
共
に
船

形
頂
上
に
停
滞
と
な
り
凄
く
苦
し
い
状
態
と
な
り
縦
走
を
断
念
、
後
日
再
び
決
行
を
誓
っ
て
全
員
下
山
さ

れ
た
。
そ
の
后
五
月
連
休
に
同
隊
と
は
別
に
佐
藤
長
司
氏
ら
一
一
名
の
有
志
隊
が
鍋
越
峠
よ
り
逆
縦
走
を

敢
行
さ
れ
超
人
的
フ
ァ
イ
ト
で
重
な
る
ピ
ン
チ
を
突
破
し
二
泊
三
日
で
定
義
に
無
事
下
山
。
市
役
所
山
岳

会
の
面
目
を
施
し
た
。 

各
区
間
の
ト
レ
ー
ス
も
四
月
、
五
月
中
に
別
個
に
行
わ
れ
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
宮
城
県
境
尾
根
も
塗
り
つ

ぶ
さ
れ
て
い
っ
た
。 

天
候
さ
え
あ
れ
程
悪
く
な
か
っ
た
な
ら
ス
キ
ッ
と
し
た
リ
レ
ー
縦
走
が
出
来
た
で
あ
ろ
う
に
思
う
だ

に
残
念
で
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
県
境
縦
走
が
今
後
の
重
大
な
参
考
資
料
と
な
り
、
い
つ
の
日
か
も
っ

と
充
実
し
た
大
縦
走
と
な
っ
て
実
現
さ
れ
る
日
を
我
々
は
期
待
し
て
や
ま
な
い
。 

冬
の
山
は
何
年
た
っ
て
も
百
年
前
と
変
り
は
あ
る
ま
い
。 

 

 
 

 
 

 
 

 

（
や
ま
び
と
七
号
掲
載
） 
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2004年（平成 16年）縦走の際の高低図 
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